
































































































































東京都区部（分１日・賃貸別） 住宅公団の建８２戸Eﾛの麗化埼玉県（分１日・賃j〔別）単位･干 単位’千4０ 4０












神奈川県（分iH・賃簸ﾘ） 住宅公団の建甘２戸Ｂ２の変化千葉県（分狼・賃貸別）単位･干 単位･干4０ 4３

































































































































神奈川県（REHH図別） 住宅公団の建殺戸B2の変化干葉県（8噸圏別）単位･千 単位･干4０ 4０
































































































神奈川県（噸２別） 住宅公団の建殴戸数のｉＥ化干葉県（jl2ji’別）単位･干 単位･干4０ 鋼
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□－都市的土地利用 Ⅲ－森林地【画一耕地・荒地
５万分１地形図「東京西南部」（平成２年）、「八王子」（平成元年）より作成
図－１６平成２年（1990）の都市的、農業的土地利用図
1７
した市町村は公団住宅が大量に建設された所と一
致する場合が多いことが明らかになった。鉄道の
新設、乗換・待ち時間の短縮、急行の組み入れな
どにより時間距離は短縮され、通勤圏は拡大した。
公団住宅の建設地は都心から次第に遠くなった。
一方、都心に直線距離的には近くても交通の便の
悪かった所、士地条件的に取り残されていた所も
ある。瀬戸ほか（1971)12)はかって関東地方につ
いて、地域メッシュ（約１kuiの基準メッシュ）単
位に鉄道による所要時間十駅までの所要時間＋待
ち時間で東京電車環状線からの時間距離を計算し、
メッシュマップを作成した。都心から２０～３０kｍ
圏にありながら建設時期が遅く、かつ大量に建設
が行われた地域をこの時間距離メッシュマップと
対比させると、千葉県の東京湾岸低地・埋立地、
区内東部から埼玉県南東部にかけての荒川低地が
0.5～１時間圏に入る。都心から３０～40km圏に
ついては埼玉県東部の古利根川低地、千葉県の下
総台地中北部が１．５～２時間圏、多摩丘陵西部が
１～１．５時間圏となる。
今回は東京都心からの同心円としたが、神奈川
県は横浜中心地からの同心円も考慮する必要があ
る。今回は県単位としたが、都心からの同心円圏
の面積、地形分類別の面積が県により異なるので、
これらの比を勘案した建設戸数を出してみる必要
もあろう。また鉄道駅から１，２，３ｋｍ以内圏
ごとに立地する戸数を集計したり、鉄道による所
要時間を30分ごとに階級区分し、合計して時間
距離圏で戸数を出す方法も考えられる。
多摩丘陵については、写真判読と地形図計測の
方法を使って、集合住宅の立地と斜面の傾斜角度、
傾斜方向の関係を分析したが、傾斜角度の階級区
分を等間隔にした場合、傾斜方向の区分を８方位
にした場合の戸数をだしてみる必要がある。地形
的要因としてはこのほか起伏量、谷密度もあり、
ほかに地質、地下水、地表水などの要因もあって
工事方法、造成費用が変わってくる。土地利用そ
の他社会・経済的要因によって地価が変わり、開
発主体の考え方、行政施策、居住者の居住環境に
対する評価など様々なので立地要因は複雑である。
本稿は瀬戸が日本国際地図学会、平成７年度定期大会
(７月２５～２６日、明治大学）で発表した「関東地方に
おける昭和３１年（1956）～平成６年（1994）の公団に
よる住宅開発と立地条件」と、瀬戸ゼミの二見が平成５
年４月に提出した卒業論文「多摩丘陵における集合住宅
の立地_小田急沿線での1961年～1989年の変化を中心
に－」をもとに瀬戸が執筆した。３．の多摩丘陵の図・
表は二見が作成した原図を瀬戸が一部加筆・修正して
使用した。
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